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Investigation of Family Meals, Eating Habits and Parent-child 






















































































も言えない」「2 あまり当てはまらない」「1まったく当てはまらない」まで 5 段階評価で回等を求めた。
（5）解析方法







　学生の居住形態については，実家暮らしは 201 人（全体の 80.7％），一人暮らしは 28 人
（11.2％），祖父母と同居が 4 人（1.6％），親戚と同居が 2 人（0.8％），兄弟と同居が 9 人（3.6％），




いた頃について回答），毎日という回答は 66 人（26.5％），週 6 回程度という回答が 16 人（6.4％），
週 5 回程度が 37 人（14.9％），週 4 回程度が 31 人（12.4％），週 3 回程度が 40 人（16.1％），週



























への関心」，「共感的な家族志向」との間に弱い正の相関（それぞれr  = .217，p＜.01，r  = .239，p
＜.01，r  = .237，p＜.01）を示した。また「料理スキル」は「食材の栄養や安全性への関心」との間




























関（r  = .649，p＜.01）を示した。また「母親への尊敬・憧れ」は「母親への親近感」との間に中程





















親への尊敬・憧れ」「母親への親近感」の全ての有意な負の相関が見られた（それぞれr  = -.296，
p＜.01， r  = -.405，p＜.01， r  = -.319，p＜.01，  r= -. 316， p＜.01）。また「料理スキル」は，「母親への
尊敬・憧れ」「母親への親近感」とそれぞれ弱い負の相関を示した（それぞれr = -.132，p＜.05， r  
= -.164，p＜.05）。また，「食材の栄養や安全性への関心」と「共感的な家族志向」はどちらも「母
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